
「認知症の人の地域生活支援を考える集い」のご案内 

 

  

 

認知症は早期診断・早期治療や生活習慣の改善が不可欠と言われています。しかし、受診

へとつながらないケースが非常に多いのが現状です。また、高齢単身世帯で、かつ身寄りが

ない認知症の人が増えており、今後、地域でどう支えていくかが重要な課題になっています。 

そこで、今回、髙山病院認知症地域連携協議会の二つの専門部会では、それぞれの実態等

の調査を行いました。報告書は３月初旬に作成する予定ですが、その中間報告と実際、参加

者の方がどのような問題や悩みを抱えておられるのかをテーマにセッション３を開催する

ことにいたしました。 

一人でも多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

 令和 7 年 2 月 14 日（金）18：30～（1 時間程度） 

保健・医療・福祉サービス機関および介護事業所の職員、当事者およびご家族など 

 ＺＯＯＭ。お申込みいただいた方には前日までにＩＤ・パスワードをお送りいたします。 

 当日は数名の方から現状や問題点について報告していただき、その後、参加者の方々から

質疑応答やご意見をいただきたいと考えております。 

無料（ZOOM の通信料は各自でご負担ください） 

 

髙山病院福岡県認知症医療センター精神保健福祉士 金蔵 常一 

 

 

 



 


